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令和 2年度の活動を振り返って 

今年度は、新型コロナウイルスの感染が世界

的に広がり、日本でも 4月から 6月には他県に

またがる移動の禁止などの自粛期間が設けられ

ました。広島市においても集中対策期間などが

設けられたことに伴い、当協議会としても毎年

行ってきた事業の多くが制限されました。 

当協議会の一番大きなイベントである 「ひろ

しま温暖化ストップ！フェア」は新型コロナウ

イルス感染拡大防止のために中止決定しまし

た。また、毎年参加していた「環境の日ひろし

ま大会」や「バス祭り」も中止となりました。

「エコロジーマーケットー環ッハッハ inよしじ

まー」は、オンライン開催になり、当協議会に

ついて写真や文章などで紹介しました。 

草の根省エネ相談事業についても、対面で行

うため、感染防止の観点から事業を行うことが

できませんでした。昨年度から始めた自己啓発

のための見学会や「省エネ時短クッキング教

室」も開催できませんでした。 

多くの事業が中止となる中で、実施できた事

業もありました。まず、出前授業については、

感染対策を行いながら、宇品公民館、楠那小学

校、段原小学校で行うことができ、総勢 100名

の児童に地球温暖化の現状について知ってもら

いました。さらに、環境学習の支援事業につい

ては、「高校生セミナー」を対面形式と同時に

オンライン開催しました。広島大学の海堀正博

教授に、「広島の土砂災害危険度が日本一とい

われるのはなぜ?」のタイトルで講演いただきま

した。高校生の参加者は 31名でした。 

 今年度は、地球温暖化防止活動推進員に当協

議会から新たに 4名選任され、次年度以降の協

議会活動が活発化することを期待しています。 

1月から 3月の活動 

○教育・学習 WG: 

 ・高校生のための地球温暖化対策セミナー 

 2月 20日 広島市青少年センター(中区) 

  講師 : 海堀正博 広島大学大学院教授 

 

活動詳細レポート 

『高校生セミナー』 

今回は青少年センターの会場の他に、広島

市立広島工業高校とオンラインで接続して実

施しました。参加者は比治山女子高校・安田

女子高校・広島県瀬戸内高校の計１５名と広

島市立広島工業高校１６名で、防災について

学習をしました。WEBサイトで「地域の砂防情
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報アーカイブ」を検索すると過去の災害体験

記録などが公開されているとの情報も提供さ

れました。講演の後にはアンケートを書いて

もらい、受講証を手渡してセミナーを終了し

ました。 

(オンライン講座の状況) 

4月の活動予定 

○協議会全体会議: 

・4月 24日 午前 10時～ 

市役所４階共用会議室 

太陽光発電施設の紹介(28) 

段原中学校(南区) 

段原中学校の太陽光発電施設は、2015年 6月

発行の情報誌№27で紹介していますが、その後

に屋根貸しにより設置された施設を今回紹介し

ます。 

屋根貸しによる太陽光発電施設 

 1.発電事業者 : ㈱木下エネルギーパーク 

 2.発電出力 : 48.4kW 

  3.発電開始時期 : 平成 27年 9月

（校舎正面） 

 

(校 舎 外 観） 

 

 

（発電施設） 

 

 

 

(モニター) 

 

 

協議会活動参加へのお誘い 

温暖化は私たち「みんなの問題」。私たちと

ともに温暖化防止活動に取り組みましょう。協

議会では、あなたの参加を待っています。 

編集後記 

第 50号はいかがでしたか。載せてほしい情報
やご意見などをお寄せください。お待ちしてい
ます。  

 E－mail:ondanka-t@city.hiroshima.lg.jp 
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